






































“Active Learning” from the Perspective of the History of Education in Japan:
―― Focusing on  “Taisho New Education” and “Problem Solving Methods”
Kenzi ONO
ABSTRACT
  This paper clarified the policies for overcoming the problem of “divergence of knowledge and 
activities” caused by “Active Learning”.
  At that time, I focused on the practice of “Taisho new education” and “problem solving methods” 
and their results in the educational history of Japan.
 As a result, this paper revealed the necessity for teaching materials that promoted the active 
recognition of concepts and laws.
 For that, we need to pay particular  attention to the following three points. 
⑴ Hypothetic-Experimental Epistemology
⑵ Improving motivation for learning by endogenous motivation.
⑶ The role of the discussion for recognition


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（同上書所収）pp.143 ～ 164 を典拠とした。
4） エイリック・マズール，同上論文，p.15。
5）  『米国教育使節団報告書』の引用については，『文
部時報』第 834 号（1946 年 11月10 日），p.11 を
典拠とした。
6）同上書，p.20。


















童心理』1953 年 8 月号。
18） 及川平治『（分団式）各科動的教育法』弘学館，
1915 年，pp.223 ～ 4。
19） 及川，同上書，p.224。



















31）  丹沢美助『新注入主義の教育』モナス，1934 年，
p.12。
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小野健司
抄 録
 この論文は，〈アクティブ・ラーニング〉によって生じる「知識と活動の乖離」という問題を克服するため
の指針についてとり上げた。
　その結果，概念や法則の認識が能動的に成立することの可能な教材を作成することが必要であることを明
らかにした。
　そのためには，以下の 3 点について特に注意する必要がある。
（1）仮説実験的な認識論。
（2）内発的な動機付けによる学習意欲の向上。
（3）討論が認識の成立に果たす役割
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